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⾃らの政権の⾜元に地雷を仕掛けたプーチン⽒
2022.09.23 Fri posted at 20:30 JST

プーチン⽒の「部分的動員」発表は、戦争に無関⼼だった国内世論を変えた可能性がある/Sergei
Bobylev/Sputnik/Kremlin Pool Photo via AP

モスクワ（ＣＮＮ） テレビ放送された国⺠向けの演説で２１⽇夜、ロシアのプーチン⼤統領はウクライナ侵
攻での「部分的動員」を発表した。これはプーチン⽒が実質的に、ロシア⼈との暗黙の社会契約を破ったこ
とを意味する。契約に基づきロシアの市⺠は、権⼒者らが利益をくすねたり争いを起こしたりするのを許す
代わりに、⾃分たちの私⽣活には介⼊させない。

戦争が新たな段階に⼊りつつある中、追い詰められたプーチン⽒は⾃分の背後にロシア⼈の相当な部分を引
きずり込んでいる。同⽒が事実上⾏ったのは国内に向けての宣戦布告であり、結果的に野党勢⼒や市⺠社会
のみならず、ロシアの男性⼈⼝を敵に回したことになる。

なぜプーチン⽒はそんな危険を冒すのか？ それは本⼈⾃ら、世間の戦争に対する関⼼の⽋如を数カ⽉にわ
たり促してきたからだ。国⺠の動員は深刻な不満を社会にもたらす。だからこそ総動員ではなく部分的動員
を決断したわけだが、⻑い⽬で⾒れば⾃⾝の政権の⾜元に地雷を仕掛けたことに他ならない。短期的には、
動員に対する妨害⾏為に直⾯するだろう。

もうずいぶんと⻑い間、プーチン⽒は⼤衆の間で戦争を遠ざける姿勢を助⻑してきた。今やロシア⼈はその
つけを払い、兵⼠として使い捨てにされようとしている。

「嘘だろ…」中性脂肪がゼリーで簡単に︖ニッスイが開発した凄い商品とは

–– ADVERTISEMENT ––

(⽇本⽔産)

https://www.cnn.co.jp/photo/l/1146656.html
https://beacon.sp.gmossp-sp.jp/ads/fw.ad?query_id=47632df4d63b2f16.09866517&space_id=57433&network_id=1&space_network_id=1284271&m=HgWqAVG4Lw&si=10189&xid=aTRlFDloPJ7Rbfs9&url=https%3A%2F%2Fadn-d.sp.gmossp-sp.jp%2Fclick%2F%3Fcid%3Dd792cb9e9415ce468b3ee03289948ac773a6c05e69899f645ca9320573871263542c0f92947e4129977acf7fc892fd4efa76e1205635214b1f2213784334fe16201812552749b88879d388d50bcdb9fb%26arid%3Dgmo-am-akane-prd-deliver-base-mp9h-220924030302-2385941827


2022/09/24 3:08 ⾃らの政権の⾜元に地雷を仕掛けたプーチン⽒ - CNN.co.jp

https://www.cnn.co.jp/world/35193666.html 2/3

果たして２１⽇の発表はどのような形でロシア⼈たちを安全地帯から連れ出し得るだろうか？ 彼らはこれ
まで、現状の「特別軍事作戦」に対して関⼼がなかった。

少なくとも今に⾄るまで、この地で感じられる主要な感情（むしろその⽋如というべきだが）は無関⼼に他
ならなかった。それは様々な⾊合いを帯びて現れる。正真正銘の無関⼼もあれば、他⼈を模倣したものや⾃
ら作り上げた無関⼼もある。

ロシア⼈のうち、「特別軍事作戦」を「どちらかと⾔えば」⽀持している３０％（５０％近くは「断固」⽀
持、２０％弱は不⽀持）は、⾃分の意⾒を持たない。もっぱらテレビやプーチン⽒の⾔葉を借⽤し、悪いニ
ュースや他の情報源を遮断する。それでも時には戦争⾃体を好ましく思わないこともあり、この３０％に属
する⼈はプーチン⽒と同⽒の構想に対する態度を変化させる可能性がある。

⼀般の⼈々の無関⼼は、プーチン⽒を利する。そうした市⺠は政治家たちの問題に⼲渉しないし、彼らの構
想を⽀持する。その代わり政治家に求めるのは、物事が正常な状態にあるとの印象を維持することだ。

プーチン⽒はそれを実⾏している。戦争及び⾃分⾃⾝を⽀える部分的動員（それは侵攻開始後すぐに起き
た）と動員解除とを巧みに組み合わせながら。娯楽番組は再びテレビで流れるようになり、年次のモスクワ
市の祝⽇には花⽕が打ち上げられた（この⽇のジョークには、同市のソビャーニン市⻑がウクライナ軍の反
攻開始を祝福したのだと⽪⾁るものもあった）。⼈々は普通の⽇常⽣活を送っており、ウクライナでの出来
事に対する関⼼は今夏を通じて低いままだった。

しかしこうした無関⼼な⼈々でさえ、ウクライナの反撃は無視できなかった。ここでも真実を知ろうとしな
い態度は主流であり、もし当局者が退却ではなく軍の再編だと⾔えば、再編が真実となる。それでもクレム
リン公認のトーク番組ですら、失敗を認める内容であふれる状況となった。

この状況が平和への願望を呼び起こすことはなかった。そうした願望は概ね作戦を⽀持する⼈々の気分の中
にさえ表れていたが、ここで起きたのは攻撃性とヘイトスピーチの爆発だった。「なりふり構わず」、さっ
さとウクライナに思い知らせろという声が叫ばれた。プーチン⽒はこれを受けて、発電所などインフラへの
ミサイル攻撃を⾏った。攻撃は報復⼼と怒りによるものだったが、後者から明らかになるのは弱さであって
強さではない。

急進論者はプーチン⽒に不満を抱き、戦争の徹底的な遂⾏と総動員とを求める。しかしクレムリンの独裁者
には、迅速な勝利を可能にする資源、とりわけ⼈的資源が不⾜している（そうした理由から、現在は兵⼠の
補充のため有罪判決を受けた受刑者まで採⽤している）。

ただプーチン⽒にとって、中産階級の機嫌を損ねるのは得策ではない。彼らは⾃宅のソファからテレビで戦
争を⾒られればいいのであって、⾃ら塹壕（ざんごう）に赴くつもりはない。それ以上に、総動員を掛けれ
ば経済を回すのに必要な⼈的資本が戦争へと流れる。平たく⾔うと、働き⼿がろくにいない事態となってし
まう。

急進派の側がプーチン⽒に不満を募らせるのは今に始まった現象ではないものの、かつてそうした態度がこ
こまではっきりと⽰されたことはなかった。ただ彼らがプーチン⽒に太⼑打ちできる可能性は皆無だ。超保
守的な急進派も、親⻄側のリベラル派が受けるのと同様の圧⼒によって抑えつけられるだろう。件（くだ
ん）の独裁者は戦争と帝国主義にかけて、いかなる敵の存在も受け⼊れない。
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ロシア国内の世論は⼀向に盛り上がらず、何か並外れた事象がない限り本格的にムードに切り替わることは
ないだろう。同じ話は経済の問題にも当てはまる。今に⾄るまで、社会経済的な危機はそれほど⾒える形で
は表出していない。危機の本格的な始まりは先延ばしにされているが、⼀部のエコノミストが指摘するよう
に、おそらく今年末から来年初めにかけて危機そのものが顕在化するだろう。

世論が惰性に流れる状態にある中、プーチン⽒にとっては敗北を勝利だと⾔いくるめることが可能になる。
損失を戦果と形容することで、同⽒はすぐにも戦争を⽌められる。部分的にはそれを実⾏しており、ウクラ
イナの４つの占領地域に関してはロシアへの編⼊を巡る住⺠投票を直ちに⾏うと発表。それによって、損失
を固定化する判断を下した。

明らかにプーチン⽒には⾃ら始めたことを⽌めるつもりがなく、ロシアが戦場で成功を収めるものと思い込
んでいる。あるいは少なくとも、占領地域においてより強固な⾜掛かりを得られ、ロシア領だと宣⾔できる
と思っている。その場合、現地でのいかなる戦闘もロシアに対する攻撃とみなすようになる。そして「特別
軍事作戦」を正式な戦争の状態へと移⾏させる機会を⼿にし、総動員の可能性に道が開ける。現時点でプー
チン⽒が発表しているのは、あくまでも制限付きの「部分的」動員だ。

だがこうしたことは全て裏⽬に出るかもしれない。すでに公式な場で主要な「友⼈」である中国の習近平
（シーチンピン）国家主席やインドのモディ⾸相が懸念を表明している。そんな中、プーチン⽒が戦争の終
結を遅らせれば遅らせるほど、その分勝利と⾒なし得る形での後⽇の和平締結は難しくなるだろう。

なるほど、世論は内⼼⻑期戦を覚悟してはいるが、絶え間ない緊張がもたらす疲労感がいつ⼀線を越え、ム
ードを変えるかは誰にも分からない。そうした緊張状態は、⼊念に育んだ無関⼼によって和らげておく必要
がある。プーチン⽒によると⾃分には時間があり、ロシア軍は急いではいないという。

それでも時間が経つにつれ、敗北を勝利として⽰すのは⼀段と困難になるだろう。とりわけ例のためらいが
ちな層、「どちらかと⾔えば」同⽒を⽀持する程度の３０％に対しては。

◇

アンドレイ・コレスニコフ⽒は、カーネギー国際平和基⾦の上級研究員。ロシアの政治史、社会史に関する
複数の著書がある。記事の内容は同⽒個⼈の⾒解です。


